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慶應医 学 ・85(2):T53～T85,2009

学位 論 文

日本人小児の肥満 診 断 ・頻 度 ・国際比較

慶應義塾大学医学部小児科学教室 ・慶應義塾大学保健管理センター

         (指導:高 橋孝雄教授)

          井 ノ ロ美 香子

Key Words:childhood obesity, body mass index, waist circumference, national references

緒  言

 肥満は,年 齢,性,人 種を問わず,全 世界的問題であ

る.わ が国も例外でない.客 観的根拠に基づ く肥満の診

断が臨床的,疫 学的に,国 内外において一層重要な意義

を もつ所以で ある.現 在,全 身性肥満の指標 として

body mass index(=体 重/身 長2 kg/m2,以 下BMI)

が,中 心性肥満(過 剰な腹部の脂肪蓄積.内 臓脂肪蓄積

と腹部皮下脂肪蓄積の2つ の要因がある)の 指標として

腹囲が,国 際的に頻用 されている.前 者 は体脂肪量

と1-4),後者は内臓脂肪量 と5-8)高い相関性を示す.

 わが国において,こ れ らの指標の臨床的 ・疫学的実用

化をはかるためには,日 本人基準集団におけるBMI・

腹囲の基準値を設定する必要がある.ま た肥満の診断に

は,こ れらの基準値に基づ く肥満と非肥満のカットオフ

値を設定する必要がある.し か し,わ が国において,こ

れら関連データの整備は,欧 米諸国に比べ,成 人,小 児

を問わず,著 しく立ち遅れている.

 日本人小児の肥満診断には,肥 満度が広 く用いられて

きた.肥 満度は,(実 測体重 ー標準体重)/標 準体重 ×

100(%)で 定義される.し か し,肥 満度算出の根拠と

なる標準体重 は,未 確立である.現 在,厚 生労働省方式,

学校保健会方式,文 部科学省方式の3つ の標準体重が使

用 され(付 記1参 照),同 一児の肥満度が3つ の方式の

いずれを採用するかにより異なる.こ の事実は,小 児保

健,学 校保健関係者により,十 分に認識されていない.

一方,BMIに よる小児の肥満診断は,わ が国を除 くす

べての先進諸国において,標 準的手法として採用されて

いる.わ が国においては,2006年,著 者 らがは じめて

日本人小児BMI基 準値を設定 し,肥 満度からBMIへ の

転換をはかった9).

 小 児 の肥満 のBMIカ ッ トオ フ値設定 は残 された最 も

重 要 な 課 題 で あ る.2000年,米 国 のCenter for

Disease Contro1 and Prevention(以 下, CDC)'0),お

よ びlnternationa10besity Task Force(以 下,

10TF)'1)に よ り提 唱 された カ ッ トオ フ値 は国際 的 に広

く用い られ,小 児肥満の国際比較 を促進 した.し か し,

著者 らのpreliminary studyに よ れば,米 国CDC方 式,

お よび10TF方 式 によ るBMIカ ッ トオ フ値 は,い ずれ

も日本人小児集団 に適合 しない.著 者 は,現 在,日 本人

小児 に最適な カッ トオフ値の設定 について 検討 中である.

 以 下,1.BMI,腹 囲 に よる肥 満診断,2.日 本 人小

児の基準 値(BMI・ 腹 囲),3.日 本 人小児 の カ ッ トオ

フ値(BMI・ 腹 囲),4.日 本 人小児 の肥満頻 度 につ い

て言 及 し,日 本人小児の肥満診断の国際化 を目指す.

1.BMI,腹 囲 に よる肥満 診 断

 成 人,小 児それぞれ にお いて,年 齢,性,人 種,変 動

トレン ドがBMIお よ び腹 囲の基準値 やカ ットオ フ値 に

与 え る影響を考慮す る必要が ある.し か し,様 々な問題

が未解決の まま,BMI,腹 囲 による肥満診断が臨床 に供

されて い る.以 下,成 人,小 児 にお け るBMI,腹 囲 に

よ る肥満診断の問題点 に言及す る.

1)BMI

a)成 人

 成人における肥満診断は,現 在,身 長により標準化さ

れた体重を用いる方法が主流である.身 長により標準化

された体重(体 重/身 長P,体 重/身 長,体 重/身 長2,

体重/身 長3,身 長/体 重03)の うち,体 重/身 長Pは集

団特性 により変動する身長の影響を最小にするp値 に

一T53一



慶應医学 85巻2号(平 成21年4月)

準 拠す る指標で ある.し か し,煩 雑 なため,臨 床 には適

さない.体 重/身 長2は 体重/身 長Pと 共 に身 長の影響 の

少 ない指標で,体 脂肪量(皮 下脂肪厚,体 密度法 による

%脂 肪)と の密接 な相 関性を有す る'-4,12-14).それ ゆえ,

体 重/身 長2は,BMI(body mass index)と 命名 され'),

肥 満 診断の指標 と して臨床 に供 される こととな った.

 BMIに よ る肥満診 断が定石 とな る以前 には,1.%標

準 体重(年 齢,性,身 長別平均体重 を 「標準体重」 とす

る)や,2.メ トロポ リタ ン生命 保険会社 の性,身 長別

体重表(死 亡率が最低 となる体重幅 を 「望 ま しい体重」

とす る)'5)が 利 用 され た.後 者 は,健 康 リスクに準拠 す

る肥満診断 という画期的 な考 え方 に基づ いているが,基

礎 となる標本 サ ンプ リング,身 体計測法,望 ま しい体重

幅の設定法の いずれ について も,説 明性 に欠 ける13).

 1970年 代 後半,BMIと メ トロポ リタン方式 との統合

が図 られた.す なわ ち,1.同 社 の 「望 ま しい体重」 表

に示 され た,身 長別の体重幅か ら体重 の最大値 と最小値

について,BMIを 算 出す る,2.算 出 したBMI最 大 値

を肥満 の カ ッ トオ フ値(BMI 25 kg/m2に 相 当), BMI

最 小 値 をやせ のカ ッ トオ フ値(BMI 20 kg/m2に 相 当)

とす る.そ の結果,健 康 リス クに準拠 す るBMIの カ ッ

トオ フ値の概念が確立 した4).

 小 児,成 人 を包括 す る年齢,性,人 種 別のBMI基 準

値 は,1982年,Cronk, Rocheに よ る6-50歳 米 国人

白人,黒 人14,000人 を 対象 とす る横断的調査成 績 を嗜

矢 とす る'6).以 後,0-87歳 フ ランス人'7),0■45歳 デ

ンマ-ク 人is)のBMI基 準 値 が報告 され てい る.上 述 の

すべ ての成績 は,BMIが 成 人後 も加 齢 と ともに増 加 し

続 ける こと,し たが って成 人 とい う括 りで単一 のBMI

基準 値を設定す ることが不適切で あることを明 らか に し

た.成 人 の年齢 別BMI基 準 値 の必要性 は, BMIと 死 亡

率 との相 関性が年齢 により異 なることか らも裏付 け られ

た19).し か し,基 準値 作成 の基礎 となる基準 集団(ref-

erence population)の 設 定が 困難で あるため,成 人 の

年 齢別BMI基 準 値 は,実 用化 に至 らなか った.成 人 の

肥満評価 に個人 のBMIの 経 時的変化(tracking)と い

う視点 が欠如 す る理由で もある.

 BMIに よ る成人 肥満 の国際 的統一 カ ッ トオ フ値 は,

国 際保健 機構(World Health Organization,以 下,

WHO)に よ り設定 された. BMIと メ トロポ リタ ン方式

との統合 に基 づ き,BMI 25 kg/m2以 上30 kg/m2未 満

を 「前 肥 満(preobese)」,30 kg/m2以 上 を 「肥 満

(obese)」 とされた20).こ のBMIカ ッ トオ フ値 は,米 国

を中心 に国際 的に普及 しっっあ る2').し か し,あ らゆる

成人年齢,性,人 種へ の適用性 は十分 に検討 されて いな

い.わ が国 で は 日本肥満 学会 がBMI 25 kg/m2を 成 人

の 「肥 満(obese)」 診 断のBMIカ ッ トオ フ値 と して い

る22).吉 池 らの30ー79歳 男 女15万 人 を対象 とす るコホ

ル ト研 究 に よ り,BMI 24-25.9 kg/m2群(中 央 値25

kg/m2)で は, BMI 20-23.9 kg/m2群(中 央 値22 kg/

m2)に 比 して,生 活習慣 病の 出現 頻度 が有意 に増 加す

ることが示 され たことによる23).

 以 上,成 人 におけ る肥満診 断 にお いて,BMIを 用 い

る方式 が確立 し,WHOが 設 定 したBMIカ ッ トオ フ値

に従 う方式が,国 際的に次第 に普及 しつつあ る.し か し,

年齢,性,人 種別 のBMI基 準 値やBMIカ ッ トオフ値 は,

十 分 に検討 されて いない.特 に,日 本 人 と白人 の同一

BMI値 が 異 な る体脂 肪量 を表 現す る可能性 は,検 討 さ

れ なければ な らない.

b)小 児

 BMIに よ る小児 の肥 満診 断 は,成 人 に約20年 遅 れて

臨床 に導入 され た24,25).1979年,Coleが 栄 養状態 の異

な る5力 国0-22歳4,631人 の デー タを分 析 し,肥 満

の指標 と して体 重/身 長2が 小児 に適用可 能で あ ること

を統計学的 に明 らか に したことによる26).

 現 在,小 児の年齢,性,国 別BMI基 準 値 は,米 国,

フ ラ ンス,英 国,オ ラ ンダの4力 国 を含 め,多 数報告 さ

れて い る(第1表).こ れ ら4力 国 の基 準値 は,適 切 な

調 査年 の設定,多 数の標本数 を有す る全国 データ,基 準

値作成法 の国際的標準手法であ るLMS法(付 記2参 照)

に よ り得 られ た もの であ り,国 際的評 価 が確立 して い

る10,17,24,27).わが 国で は著者 らが2006年,1978■1981

年 収 集 の各年齢,性 別700人 以 上 の標本 数 を有 す る全

国 デー タを基 に,LMS法 に よ り,は じめて 日本人小児

(2-18歳)のBMI基 準 値 を設定 した9).

 小 児 にお けるBMIカ ッ トオ フ値 の設 定 は,成 人 に比

して難 しい.そ の理 由は,小 児肥満 においては,肥 満 に

よ る短 期的な健康 リスクが低 いこと,肥 満 による長期 的

な健康 リスクの把握が困難 なことによる28).

 現 在,各 国固有 の小児 のBMIカ ッ トオ フ値 が設定 さ

れて い るの は米 国,英 国,フ ランスに限 られ る.米 国

(CDC)で は,小 児肥 満の健康 リス ク,お よび小 児肥満

の成人肥満 への移行 リス クとの相関 か ら,BMI 85パ ー

セ ンタイル値以 上95パ-セ ンタイル値未満 を 「過体重

の リスク(risk for overweight)」,95パ-セ ンタイル

値 以 上 を 「過 体 重(overweight)」,と 定 義 して い

る10・29,30).これ らのBMIカ ッ トオ フ値 は,本 来,米 国

固有 のカ ッ トオ フ値 であるが,国 際的 に広 く用 い られ る.

英 国 ではReillyら が,イ ン ピ-ダ ンス法 に よる体 脂肪
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報告年

 1982

 1991

 1982

 1991

 1991

 2000

 1995

 1995

 1995

2000,2001

 1997

 2002

 1998

 1998

 2004

 1999

 1999

 2000

 2000

 2001

 2002

2006, 2007

第1表 既報のBMI基 準値

デ-タ 収集年 年齢(歳) デ ー タ数 データ収集法

 1953生      0-16       494

1953-1985          0-87         40,538 (?)

1971-1974          6-50             14,118

1971-1974           1-19              5,679

1971ー1974          6一74             20,839

1963ー1994      2ー20       詳 細 不 明

1978-1990          0-23             30,535

1989-1991           3-16             34,533

1955・1967生 男 性6■19,女 性6ー16    3,633

1973-1975生    0ー18      3,650

1986-1987         3-19            41,869

1994-2000           6-20              54,795

1989-1990           6-19              2,554

 1993             0-18             23,965

 2000             7-18           >244,200

1990-1992           2-18              3,301

1979-1980          0-20             42,000

1996-1997           0-21             14,500

1972-1973生    3-21      1,037

1965-1994          0-45             35,105

1992-1993           6-12                649

1978-1981          1.5一18.5            27,793
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  詳細不明
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  LMS法
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率 をgold standardと して,利 用 目的に応 じたBMIカ ッ

トオ フ値 の設定を提案 した.研 究 および疫学的 目的では,

BMI 85パ ー セ ン タ イ ル 値 以 上 を 「過 体 重(over-

weight)」,95パ ー セ ンタイル値以 上 を 「肥満(obesi-

ty)」 と定義,臨 床的 目的で は, BMI 91パ ー セ ンタイ

ル値以上 を 「過体重(overweight)」,98パ ー セ ンタイ

ル値以上 を 「肥満(obesity)」 と定義す る3'-33).フ ラ ン

スで は97パ-セ ンタイル値 以上 を 「肥満 を含む過体重

(overweight including obesity)」 と定義 して い るが,

そ の根拠 は明確 にされて いない17・34).

 2000年,10TFは, WHOに よ る成 人 の 「前肥 満

(preobese)」,「 肥 満(obese)」 のBMIカ ッ トオフ値 に

対応 させた,小 児 にお け るBMIの 国 際的統一 カ ッ トオ

フ値の設定を試み た.6力 国(ブ ラジル,英 国,香 港,

オ ラ ンダ,シ ンガポール,米 国)の デー タか ら合成 され

たBMI基 準 値 を用 い,18歳 時 のBMI 25,お よ び30

kg/m2に 相 当す るパ ーセ ンタイル値 を決 定 した.こ れ

らのパ-セ ンタイル値 によ り 「過体重(overweight:

18歳 時 のBMI 25■30 kg/m2に 相 当)」,お よび 「肥満

(obesity:18歳 時 のBMI 30 kg/m2以 上 に相 当)」 を

定義 した'1,35-37).こ の10TF方 式 によ るBMIカ ッ トオ

フ値 は国際比較 の目的で広 く使用 されてい るが,肥 満診

断の感度が低 いため,国 際的統一 カ ッ トオ フ値 として は

認 め られ なか った32).

 小 児 を対 象 とす る10TF方 式 とCDC方 式 の用語法 は

異 な る.10TF方 式 によ る 「過体重(overweight)」 は

CDC方 式 によ る 「過 体 重 の リス ク (risk for over-

weight)」,10TF方 式 に よ る 「肥 満(obesity)」 は

CDC方 式 に よる 「過体 重(overweight)」 に相 当す る

(付記3参 照).

 以 上,小 児 にお けるBMIに よ る肥満診断 は,各 国固

有 の基準値 の設定 によ り急速 に普及 した.今 後 の最 も重

要 な課題 は,人 種差 を考慮 した将来 の肥満 リス クに基 づ

く各国固有 のBMIカ ッ トオフ値 の設定で ある.

2)腹 囲

a)成 人

 腹 囲 は主 として中心性肥満 の指標,と きに全 身性肥 満

の指標 と して利 用 され る.1982-1984年,Kissebach

らは,中 心性肥満 の指標 として腹 囲/腰 囲比(ウ エス ト

/ヒ ップ比)に 着 目し,腹 囲/腰 囲比 が脂質代謝 異常 や

イ ンス リン抵抗性 と相 関す ることを報告57-59),1985年,

Ashwellら は,腹 囲/腰 囲比 とCTに よ る推測 内臓脂 肪

量 との相関 を明 らか に した60).一 方,1988年,Seidell

ら は,腹 囲 自体が腹 囲/腰 囲比 に比 して,CTに よ る推

測内臓脂肪量 とよ り高 い相関性 を示す ことを報告 した6).

1994年 以 降,Pouliotら は,腹 囲 自体 が腹囲/腰 囲比

に比 して,体 密度法 によ る体脂肪量,CTに よ る推測 内

臓脂肪量,お よび心血管疾患 リスク(高 トリグ リセ ライ

ド血症,低HDLコ レス テロール血症,高 血糖,高 イ ン

ス リ ン血 症)と よ り高 い相 関 性 を示 す こ とを報 告 し

た6'-63).こ れ らの成績 によ り腹囲 は,中 心性肥満 の もた

らす健康 リスクの臨床指標 として広 く用 い られ ることと

な った.

 腹 囲 基準値 は,米 国,ス ウェーデ ンか ら報告 されてい

る.Flegalは,米 国 の1988-1994年 調 査 デ ータ(20-

80歳 以 上)か ら,厳 密 に定義 された健康者 お よび非健

康者 の年齢群別,性 別腹 囲基準値(パ-セ ンタイル値)

を報 告 した64).Okosunら は,米 国 の1960ー2000年 調

査 デ ータ(20■79歳)か ら,Liljaら は,北 ス ウェーデ

ンの1986-2004年 調 査 デー タ(25-74歳)か ら,調 査

年別,年 齢群別,性 別腹囲基準値(平 均値,SD値)を 報

告 した65・66).こ れ らの成績 は,腹 囲基 準値 が基 準集 団

(reference population)の 設 定方 法(対 象 の選定,調 査

年,年 齢)に よ り大 きく異 な ること,し たが って成人 と

い う括 りで単一 の腹 囲基準値 を設定 す ることが不適切で

ある ことを明 らかに した.

 腹 囲 カ ッ トオ フ値 は,① 全 身性肥 満の診断,② 中心性

肥満(内 臓肥満)の 診 断,③ 疾 患 リス クの予測に供 され

る.成 人 において は,1990年 代 か ら,そ れ ぞれを 目的

と した腹 囲カ ッ トオ フ値 の報告 が相次いだ.

 全 身 性肥 満 の診 断 を 目的 と して,1995年,Leanら

は,2段 階 の腹囲カ ッ トオフ値を設定 した(男 性94cm,

お よ び102cm,女 性80 cm,お よ び88 cm).こ れ ら

2段 階 の腹 囲 カ ッ トオ フ値 は,25-74歳 英 国人 のBMI

25kg/m2,お よ び30 kg/m2に 対 応 す る67).

 中心 性肥満(内 臓 肥満)の 診断 を 目的 と して,1996

年,Lemieuxら は,18-67歳 カ ナ ダ人 を対 象 と して腹

囲カ ッ トオ フ値(40歳 以 上90cm,40歳 未 満100 cm)

を設 定 した.こ れ らの腹囲 カ ッ トオ フ値 は,2つ の年 齢

群 別 に,内 臓 脂肪量130cm2に 対 応 す る腹 囲 と して設

定 された68).内 臓 脂肪量130cm2以 上 で は糖 お よび脂

質代謝異常 が増加 す ることに基 づ く69).

 中心 性肥満(内 臓肥 満)の 診 断,お よび疾患 リス クの

予 測 を 目的 と して,1994年,Pouliotは,腹 囲 カ ッ ト

オ フ値(男 女 とも100cm)を 設 定 した.こ の腹 囲カ ッ

トオ フ値 は,前 述 のよ うに,カ ナ ダ人成人 ボラ ンティァ

(男 性81人,女 性70人)に おいて,腹 囲が内臓脂 肪量

および糖,脂 質代謝異常 に強 く相関す ることに基づ く6').

 1998年,WHOは,メ タボ リック シン ドロームの診
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井ノロ:日 本人小児の肥満

断基準 を提唱 し,腹 囲/腰 囲比の カ ッ トオ フ値 を設定 し

た70).爾 来,メ タボ リック シン ドロームの診 断基準 の1

っ として,多 数 の腹 囲 カッ トオ フ値が報告 されて いる.

European Group for the Study of Insulin Resistance

男 性94cm,女 性80 cros',71), National Cholesterol

Education Program-Third Adult Treatment Panel

男 性102cm,女 性88 cros"2), International Diabetes

Federation(以 下, IDF):男 性94 cm,女 性80 cm

(ヨ ー ロ ッパ ・ア フ リカ ・東地 中海 ・中東),男 性90

cm,女 性80 cm(南 ア ジア ・中 国 ・中南 米)67・73・74).

IDFは,日 本 人 の腹 囲 カ ッ トオ フ値 と して,日 本肥満

学 会 に よ る男 性85cm,女 性90 cmを 採 用 して い

る73-75).日 本 人 の腹 囲カ ッ トオ フ値 は,内 臓脂肪量100

cm2に 対 応す る腹囲 と して設定 された.日 本人 では内臓

脂 肪量100cm2以 上 で肥満 に伴 う健 康 障害(耐 糖能 異

常,高 血圧,高 脂血症,高 尿酸血 症,心 疾患)の 合併数

が増加 す ることに基 づ く22・75).

 以 上,腹 囲 カ ッ トオ フ値 は国際 的 に不 統一 で ある.

2007年,F1egalは 米 国 人 成 人 ボ ラ ンテ ィ ア(男 性

7,403人,女 性8,051人)を1.主 観 的健 康度,2.既

往 歴,3.血 圧,4.糖 ・脂質代謝 臨床検 査 デー タによ

り,5段 階 の健康水準 に分類 し,健 康水準 と腹囲 との関

係を検討 した.す なわ ち健康者(健 康水準4以 上)と 非

健康者(健 康水準3以 下)の 腹囲分布 の重複が大 きい こ

とをは じめて報告 した.こ の ことは腹囲 によ り疾患 リス

クを予測す ることが困難で あることを示唆 した64).従 来

報告 され た腹囲 カ ッ トオ フ値 の意味,疾 患 リス クの予測

性 を見直す必要が ある.

 腹 囲 の計測位置 の不統一 は,国 際的に軽視 されて きた

重要 な問題 である.計 測位置 の選定 は各 国,各 研究者 に

よ り異 な るが,WHOは 腹 囲の計測位置(高 さ)を,肋

骨下端 と腸骨稜 上端 の中点 の高 さ20)に設 定 し,英 国,ス

ウェーデ ンの研究者 を はじめ,比 較 的多 く利 用 されて い

る66,67).し か し,米 国で は右腸骨稜 上端 の高 さ2'),カ ナ

ダで は胴 の最 も細 い位 置 の高 さ68),わ が 国で は膀 の高

さ22・75)を基 準 とす る ことが一般的で ある.こ の計 測位置

の不統一 は国際比較を困難 に して いる.

 以 上,成 人 にお ける腹囲 による肥満診断 は,基 準値,

カ ッ トオフ値,計 測位置,そ れ ぞれ につ いて多 くの問題

点 を有 して いる.特 に健康者 と非健康者 の腹囲分布 は大

き く重複す るため,ど のよ うなカ ッ トオフ値 を設定 して

も,単 独で は肥満診断 の精度 を高 める ことは期待 で きな

い.ま た計測位置 の不統一 とい う根本 的問題 の早急 な解

決 は,今 後 の最 も重要 な課題 である.

b)小 児

 小 児 にお ける腹囲 による肥満診 断は,1999ー2000年,

Freedmanら, Taylerら が それぞれ,腹 囲 と種 々の疾

患 リス ク,お よ び腹 囲 と体幹脂 肪量(二 重X線 法 によ

る)と の密接 な相関性 を,小 児 を対象 に明 らか に した こ

とにより発展 した.ま た,こ れ らの成績 は,成 人 の場合

と同様,腹 囲 自体が腹囲/腰 囲比 に比 して,肥 満 による

健康 リス クの臨床指 標 と して優 れ てい る ことを示唆 し

た7解7).

 小 児 の年齢別性 別腹囲基準値 は,イ タ リア78),ス ペ イ

ン79),英 国80),オ ラ ンダ8'),中 国(香 港)82)を 含 め,多

数報 告 されて い る(第2表).こ れ らの小 児腹 囲基準値

の うち,英 国,オ ランダの基準値 は,適 切 な調 査年 の設

定,多 数 の標本数 を有 す る全 国デー タ,基 準値 作成法の

国 際的標準手法で あ るLMS法(付 記2参 照)に よ り得

られた基準値 であ る80,8').わ が 国で は2007年,著 者 ら

が1992-1994年 収 集の各年齢 性別 それぞれ約100例

以 上の標本数 を有 す る全国 デー タを基 に,LMS法 に よ

り,は じめて 日本人小児(6ー18歳)の 腹囲基準値 を設

定 した83).

 小 児 の腹囲カ ッ トオ フ値 は,オ ランダ81),ス ペ イ ン84),

ニ ュ-ジ-ラ ン ド77),イ タ リア85),中 国(香 港)82)か ら

報告 されて いる.成 人 の場合 と同様,① 全身性肥満 の診

断,② 中心性肥満(内 臓肥満)の 診断,③ 疾患 リスクの

予測 に供 され る.

 オ ラ ンダ,ス ペイ ンの腹囲 カ ッ トオ フ値 は全身性肥満

の診断 を目的 とす る.オ ランダの腹 囲カ ッ トオ フ値(男

女 とも1.3SD値,2.3 SD値)は10TF方 式 による 「過

体重(overweight)」,「 肥 満(obesity)」 のBMIカ ッ

トオ フ値 との相 関8'),ス ペ イ ンの腹囲 カ ッ トオ フ値(男

性 のみ,70パ ー セ ンタイ ル値)は 体密度 法 による体脂

肪率(85パ ー セ ンタイル値)と の相 関84)に基 づ く.

 ニ ュ ー ジー ラ ン ドの腹囲 カ ッ トオ フ値(80パ ー セ ン

タイル値)は 中心 性肥満(内 臓肥満)の 診断 を目的 とす

る.二 重X線 法 に よる体 幹脂 肪量(zス コ ア=1)と

の相 関 に基 づ く77).

 イ タ リアの腹囲 カ ッ トオ フ値(90パ ー セ ンタイル値)

は,中 心性肥満(内 臓肥満)の 診断,お よび心血管疾患

リス ク の 予 測 を 目的 とす る.ニ ュ ー ジ-ラ ン ドの

Taylerら に よ る腹 囲 カ ッ トオフ値77)と の近 似,お よび

心血管疾患 リスク(高 血圧,高LDLコ レス テロ-ル 血

症,低HDLコ レステ ロ-ル 血症)と の相関 に基 づ く85).

中 国(香 港)の 腹 囲カ ッ トオ フ値(85パ ー セ ンタイル

値)は 心血管疾患 リスク(高 血圧,高LDLコ レステロー

ル血症,高 トリグ リセ ライ ド血症,低HDLコ レステロー
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第2表 既報 の 腹囲基 準値(lnokuchi M et al:Eur J Pediatr 166:655-661,2007のTable 5を 許 可 を得 て転載,改 変)

国名 報告年 データ収集年  年齢(歳) 対象数 デ-タ 収集法  基準値作成法 表記法 腹囲の計測位置
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月齊の高さ

肋骨最下端と腸骨稜の間の中点の高さで

ほぼ謄の高さ     (≒ウエス ト囲)

第10肋 骨 と腸骨稜の間の中点の高さ

(自然なウエス トの位置) (≒ウエス ト囲)
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見た目で細 くなっているウエス トの高さ

            (=ウ エス ト囲)
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高さ        (≒ ウエス ト囲)

胴 の最 も細い位置の高さ (=ウ エス ト囲)
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ル血症,高 血糖,高 イ ンス リン血 症)と の相関 に基づ

く82).な お,IDFに よ る小児 メタボ リック シン ドロー ム

暫定診断基準の腹囲 カ ッ トオフ値(各 国別腹囲基準値 の

90パ ー セ ンタイル値)は,上 記 イ タ リアの報告85)に倣 っ

て いる86).

 しか し,こ れ らの腹囲 カ ッ トオ フ値 の うち,腹 囲基準

値(reference value)に 基 づ くカ ッ トオ フ値 は,オ ラ

ンダ と中国(香 港)の 報告 に限 られ る81・82).また,小 児

にお いて健常対象 を明確 に定義 した腹 囲分布 の検討 はな

い.健 常対象 を定義 した腹囲基準値 の作成,お よびそれ

に基づ くカ ッ トオ フ値 の検討 も試 み られていない.

 小 児 において も腹囲 の計測位置 の不統一 は重要 な問題

であ る.腹 囲基準値 およびカ ットオフ値 は,各 国か ら様 々

な計測位置(高 さ)を 基準 に報告 され,国 際比 較を困難

に している(第2表).

 以 上,小 児 における腹囲による肥満診断は,成 人同様,

基 準値,カ ッ トオ フ値,計 測位 置,そ れぞれ につ いて多

くの問題点 を有 してい る.腹 囲の カッ トオ フ値の概念の

明確化,お よび計測位 置の統一 が,今 後の最 も重要 な課

題 であ る.

2.日 本人小児の基準値

を含む.

 基 準 集 団 デ ー タ(身 長 ・体重)か ら算 出 され たBMI

の分 布 は,男 女 とも各年齢群 において正 の偏 りを示 した

(第1図).し か し,そ のBMI分 布 の偏 りは,3っ の全

国 代 表 デ-タ (nationa11y representative data:

「1978-1981年 デ ータ」,「1992-1994年 デー タ」(後 述),

「2001年 デ ー タ」(後 述))の 中 で最 も小 さい(第2図).

b)基 準 値作成 法

 全 対象者 の性,年 齢,身 長 計測値,体 重計測値(年 齢

は6.5歳 未 満:0.01歳 単 位,6.5歳 以 上:0.1歳 単 位,

身 長計測値 は2歳 未 満:臥 位,2歳 以 上:立 位,0.1cm

単 位,体 重 計測 値 は0.1kg単 位 で記 載)をMicrosoft

Excelに 読 み込 み, BMI(=体 重/身 長2 kg/m2)を 計

算 した.デ ータを性別で分類後,そ れぞれ外 れ値(M±

5SDの 枠 外 の デ-タ)(男 性7例,女 性7例)を 除外

し93),最 終 的 に男性14,012例,女 性13,781例(1.5■

18.5歳)のBMI値 を 用 いた(第3表).男 女 各 例の年齢

お よび対応 す るBMI値 を, Coleに よ るLMS法(付 記

2参 照)に よ り,性 別年 齢別 のパ ーセ ンタイル値,SD

値 に 変 換 した.変 換 に はPCソ フ トlmsChartMaker

Pro version 2.093)を用 いた.

 著 者 らは,日 本人小 児 のBMI・ 腹 囲 の基準 値 を設 定

した.本 基準値 は,1.肥 満 が現在 よ り も低水準 の標本

集 団を利用 した こと,2.全 国 デ ータ(national1y rep-

resentative data)を 使 用 した こと,3.基 準 値作 成法

の国際的標準手法であ るLMS法 を使用 したことにより,

国 際的標準 を満 たす ものであ る91).以 下,BMI・ 腹 囲 の

基準値設 定の過程 と成績 につ いて述べ る.

1)BMI

a)基 準 集 団データ

 BMI基 準 値作 成用 の基準 集団 デ-タ と して,「1978ー

1981年 デ ータ」92)を 用 いた.「1978-1981年 デ ー タ」

は,同 年,通 商産業 省(現 在 の経 済産業省),お よ び 日

本規格協会 により既製服 の採寸 を目的 と して調査 され,

現 在入手可 能 な小児 のBMI算 出 に必要 な身長,お よび

体重 の個人別 デー タとして,最 も古 い年代に収集 された。

日本全国 の13都 道 府県(北 海道,岩 手,福 島,新 潟,

石 川,東 京,静 岡,愛 知,京 都,大 阪,広 島,高 知,鹿

児島)の 各居住者 ボラ ンテ ィアに対 し,身 長,体 重 を含

む33-35箇 所 の身体部分 の計測 が行 われた.こ れ らの

データは,日 本人小児(1.5■18-5歳),男 性14,019例,

女 性13,788例 の身長 お よび体重 計測値 の個 人別 デー タ

c)基 準 値

 本 研究 の成 績で あ る日本人1.5ー18.5歳 に お けるBMI

のL,M, S値,お よ びパ ーセ ンタイル値, SD値 を示

す(第4表,第3図,第4図).

(1)BMIは,男 女 とも,高 パ ーセ ンタイル値,あ るい

 は高SD値(例:97パ ー セ ンタイル値,+2.5 SD値)

 にお いて,大 きな広が りを示す.こ の傾 向は,男 性 に

 お いて より明 らかで あ り,本 基準集団 の男性 の肥満頻

 度 お よび肥満程度が,女 性 に比 して高 い ことを示唆 す

 る.

(2)BMIは, adiposity rebound(BMIが 一 旦低下 し,

 再 度 上昇す る現象)を 示 す.adiposity reboundは,

 高 パ-セ ンタイル値,あ るいは高SD値(例:97パ ー

 セ ンタイル 値,+2.5SD値)ほ ど,低 年齢(男 性

 4-5歳,女 性5歳),逆 に,低 パ ーセ ンタイル値,あ

 る いは低SD値(例:3パ ー セ ンタイル値,-2.5 SD

 値)ほ ど,高 年齢(男 性6■7歳,女 性7ー8歳)で あ

 る.本 基準集 団 日本人 のadiposity reboundは,男

 性 において女性 に比 して低年齢 で出現 す る可能 性を示

 唆 す る.
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  (lnokuchi M et al:Ann Hum Biol 33:444-453,2006のFigure 1を 許 可を 得 て転載,改 変)
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井ノロ:臼 本人小児の肥満
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第2図 「1978ー1981年 デー タ」(●),「1992-1994年 デ ー タ」(▲),「2001年 デ ー タ」(凹)のBMI累 積頻 度(9-ll歳)

 (a)男 性(b)女 性

第3表 BMI基 準 値 作 成 用 基 準 集 団 デ ー タ(「1978-1981年 デ ー一

 夕 」S2>)の 対 象 数(lnokuchi M et al:Ann Hum Biol 33:

 444-453,2006のTable l, lnokachi M et al:Acta Paediatr

 96:16?4-16?6,2007の7曲 韮eS三 を 許 可 を 得 て 転 載,改 変)

年齢(歳) 男性 女性

1.5-2.0

2.0-3.0

3.0ー4.0

4.0-5.O

 i .1

.1  i

 i :i

:i ・i

・i  ii

10.0-11.0

11.0-12.0

12.0-13.0

13.0ー14,0

14.0-15.0

15.0-16.0

16.0-17.0

17.0-1$.0

18.0-1$.5

 計

 234

 :.

1,018

 743

 8()3

 ・ii

 :・

 :i:

 840

 $21

 797

 904

 794

 855

 776

 832

 824

 329

14x12

 221

 840

 950

 738

 772

 880

 $54

 :i

 ..

 ≪i

 792

 ::.

 7s7

 812

 819

 846

 :i

 349

13,781

2)腹 囲

a)基 準 集団デ ータ

 腹 囲基 準値作 成用 の基準集 団 デー タと して,「1992-

1994年 デ ー タ上94)を 用 いた、 「1992-1994年 デ ータ」

は,同 年,通 商 産業省(現 在 の経済産業 省),お よ び 日

本人間生活工学 セ ンターによ り衣料品 などの生活製品 の

設計資料収集を 目的 と して調査 され,現 在入手可能 な小

児の腹 囲個人別デ ータと して,最 も古 い年代 に収集 され

た(腹 囲 デ ー・タは 「1978-1981デ ー タ」 にも含 まれ る

が,現 在 その個人別 デー タは破棄 されて使用不可能であ

る).日 本 全国 の45都 道 府 県(島 根,徳 島を除 く47都

道 府県)の 各居住者 ボ ランテ ィアに対 し,身 長,体 重,

腹 囲 を含む178箇 所 の身体 部分 の計測が 行わ れた。 こ

れ らのデ ー タは 日本入 小児(6.0ー18.0歳),男 性5 ,851

例,女 性4,763例 の 腹 囲 の個 人別 デー タを含 む(小 児

の腹囲個人別 デ ータは28都 道 府 県か ら収集 された もの

であ る)(第5表)。 腹 囲 は,胴 の最 も細 い位 置の高 さの

周 囲径(以 下,ウ エス ト囲),お よ び腸骨稜 の高 さの周

囲径(以 下,腸 骨稜 囲)の2箇 所を計測点 と した。

 基 準集団 デー タの腹 囲(ウ エス ト囲 。腸骨稜 囲)の 分

布 は,男 女 とも各年齢群 において正 の偏 りを示す(ウ エ

ス ト囲の データのみ提 示)(第5図) .腹 囲 の個別 デー タ

は,3つ の全 国代表 デー一タ(「 ヱ978ーi・ 年 デ ー タ」,

「1992-1994年 デ ー タ」,「2001年 デ ー タ」(後 述))の

中 で 「1992-1994年 デ ータ」 に限 られ る。 したが って

他 の2つ の全 国代表 データとの腹囲分布 の比較 は不可能

であ る.
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第4表(a)BMIのL, M, S値,お よびパ-セ ンタイ ル値, SD値(1.5-18.5歳,男 性)

   (lnokuchi M et al:Ann Hum Biol 33:444-453,2006のTable II, Inokuchi M et al:Acta Paediatr 96:1674-1676,2007のTable S2, Table S3を 許 可 を 得 て 転 載,改 変)
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第4表(b)BMIのL, M, S値,お よびパ ー セ ンタイ ル値, SD値(1.5ー18.5歳,女 性)

   (lnokuchi M et al:Ann Hum Biol 33:444ー453,2006のTable II, Inokuchi M et a1:Acta Paediatr 96:1674ー1676,2007のTable S2, Table S3を 許 可 を 得 て 転 載,改 変)
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b)基 準 値作成法

 全 対象者 の性,年 齢,腹 囲(ウ エス ト囲 ・腸骨稜 囲)

計 測値(年 齢 は0.001歳 単 位,腹 囲計 測値 は0.1cm単

位 で記載)をMicrosoft Excelに 読 み込 んだ.デ ータ

を性別 で分類後,そ れ ぞれ欠損値(男 性 ウエス ト囲12

例,男 性腸骨稜囲8例,女 性 ウエス ト囲8例,女 性腸骨

稜囲12例),お よ び外れ値(M±5SDの 枠 外 のデー タ)

(男性 ウエス ト囲,男 性腸骨稜 囲,女 性 ウエス ト囲,女

性腸骨稜囲,す べ て各1例)を 除外 し93),最 終 的 に男性

ウ エス ト囲5,838例,腹 囲5,842例,女 性 ウエ ス ト囲

4,754例,腹 囲4,750例(6.0-18.0歳)の 腹 囲計測値 を

用 いた.男 女各例 の年齢 および対応す る腹囲計測値 を,

Coleに よ るLMS法(付 記2参 照)に よ り,性 別 年齢

別 のパ ー セ ンタイ ル値,SD値 に変 換 した.変 換 に は

PCソ フ トlmsChartMaker Pro version 2 .093)を用 いた.
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井ノロ:日 本人小児の肥満
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第5表 腹 囲 基 準 値 作成 用 基 準 集 団 デ ータ(rl992-1994年 デ ー

 タ」94))の 対 象 数(lnokuchi M et a1:Eur J Pediatr l66:

 655ー661,2007のTable 1を 許 可 を得 て転載,改 変)

3.日 本 人小児 のカ ッ トオ フ値

年齢(歳) 男性 女性

6.0-7.0

 1 :1

:1 ・1

9.0-10.0

10.0-11.0

11.0-12.0

12.0-13.0

13.0-14.0

14.0-15.O

l5.〇 一16.0

16.0-17.0

17.0-18.0

 計

 98

311

383

470

475

439

459

570

358

 .1:

965

715

5,851

119

282

323

401

 :.

340

 1'

318

281

,・.

871

645

4,763

c)基 準 値

 本 研究の成績で ある日本人6■18歳 にお ける腹囲(ウ

エス ト囲 ・腸骨稜 囲)のL,M, S値,お よ びパ ーセ ン

タイ ル 値,SD値 を 示 す(第6表,第7表,第6図,

第7図).

(1)腹 囲(ウ エス ト囲 ・腸骨稜 囲)は,男 女 とも,高 パ ー

 セ ンタイ ル値,あ るい は高SD値(例:97パ-セ ン

 タ イル値,+2.5SD値)に お いて,大 きな広 が りを

 示 す.こ の傾向 は,男 性 において よ り明 らかであ り,

 BMIと 同 様,本 基 準集団 の男性 の肥満頻 度 およ び肥

 満 程度が,女 性 に比 して高 いことを示唆す る.

(2)腹 囲(ウ エス ト囲 ・腸骨稜囲)は,男 女 とも計測位

 置 によ り異 なる.腸 骨稜囲 はウエス ト囲 に比 して明 ら

 か に大 き く,そ の差 は有意 に女性 の方 が大 きい.ま た

 ウ エス ト囲 の性差 は存在す るが,腸 骨稜 囲の性差 は有

 意 で ない.ウ エス ト囲 は骨盤 の大 きさの影響 を受 けに

 く く,腸 骨稜囲 に比 して肥満診断 に適 する指標 であ る

 こ とを示唆す る.

(3)腹 囲(ウ エス ト囲 ・腸骨稜 囲)は,男 女 ともすべて

 の年齢 においてBMIと 密 接 な正 の相 関を示す(12歳

 男 女 のデ-タ のみ提示).ま た ウエス ト囲 は腸骨稜 囲

 に比 してBMIと よ り強 い相 関を示す(第8表).こ の

 所 見 は,ウ エス ト囲が腸骨稜 囲に比 して肥満診 断に適

 す る指標 である ことを示 唆す る.

 日本 人小 児 のBMI・ 腹 囲 カ ッ トオ フ値 は設定 されて

いな い.BMIについて は,国 際 的 に①各 国別基準 値 に

よ るカ ッ トオ フ値,②CDC方 式 に よるカ ッ トオ フ値,

③10TF方 式 によ るカ ッ トオフ値 の3方 式が利用 されて

いる.腹 囲について は,現 在国際的に広 く利用 されるカ ッ

トオ フ値 は存在 しない.以 下,著 者が考 える 日本人小児

にお け るBMI・ 腹 囲カ ッ トオ フ値 設定 の基 本構 想 にっ

いて述べ る.

1)BMI

 著 者 が現 在検討 中のBMIカ ッ トオ フ値 は,も っぱ ら

小児科の診療や学校保健現場 におけ る肥満 のス ク リ-ニ

ングな ど,臨 床応用 を目的 とす るカ ッ トオ フ値 であ る.

主 に人体 計測 学 的手 法(auxological assessment)を

用 いた カ ッ トオフ値設定 を目指す.

 BMIカ ッ トオ フ値 は肥満診 断 のス ク リーニ ングに供

す るもので あ り,肥 満診断 を確定す るものではない.相

互 に矛盾す る感度お よび特異度 を調整 す るため,中 等度

の感 度(moderate sensitivity)と 高 い特 異 度(high

specificity)を 有 す るカ ッ トオ フ値 を模索す る.具 体 的

に はROC曲 線(receiver operating characteristic

curve)上 の 変 曲点 か ら最 適 の感度,特 異 度 を求 め,

BMIに よ る肥 満診 断 の適 中率(陽 性 適 中率:positive

predictive value,お よ び陰性 適 中率:negative pre-

dictive value)を 検 討す る.

 以 上 の手法 の実現 には,(1)一 般 小 児集 団 にお ける肥満

頻度 とBMIの 分 布,(2)肥 満,非 肥満 の判 定不能例 の頻

度,(3)BMIの 縦 断的 デー タによ る肥満診 断,(4)副 次 的

診断指標 による肥満診 断,の 検討 が必要 であ る.

(1)-般 小 児集 団における肥 満頻度 とBM山 の分布

  一 般 小児集団 の縦 断的計測 デ ータを用い,肥 満頻度

 お よびBMIの パ ーセ ンタイル値 の分布 を検討す る.

 肥 満 頻度 は診断適 中率 の評価 に,BMIの パ ーセ ンタ

 イ ル値 の分布 は肥満,非 肥満 の判 定不能 例の推測 に,

 必 要 であ る.

(2)肥 満,非 肥満 の判定不 能例 の頻度

  複 数 の小児集 団の横 断的BMIデ-タ を用 い,肥 満,

 非 肥 満 の判定不能例 の頻 度を推測す る.判 定不能例の

 頻 度 を最小 限にす るため,判 定不能例 を対象 に(3)BMI

 の縦 断的デー タによる肥満診断,お よび(4)副次 的診断

 指 標 によ る肥 満診 断を行 う.判 定不能例 は原則 と して

 非 肥満 と診 断す る.
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第6表(a)ウ エ ス ト囲 のL,M, S値,お よ び パ ー セ ン タ イ ル 値, SD値(6.0ー18.0歳,男 性)   

(lnokuchi M et al:Eur J Pediatr 166:655ー661,2007のTable 2を 許 可 を 得 て 転 載,改 変)
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第6表(b)ウ エ ス ト囲のL,M, S値,お よび パー セ ンタイ ル値, S】)値(6.0ー18.0歳,女 性)

   (lnokuchi M et al Eur J Pediatr l66:655-661,2007のTable 2を 許可 を得 て転 載,改 変)
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第7表(a)腸 骨 綾 囲 のL,M, S値,お よ び パ ー セ ン タ イ ル 値, SD値(6.0-18.0歳,男 性)

   (lnokuchi M et al:Eur J Pediatr l66:655ー661,2007のTable 3を 許 可 を 得 て 転 載,改 変)
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第7表(b)腸 骨綾 囲のL,M, S値,お よ びパ ーセ ンタ イル値, SD値(6.0-18.0歳,女 性)

   (lnokuchi M et al:Eur J Pediatr l66:655-661,2007のTable 3を 許可 を得 て転 載,改 変)
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井ノロ 日本人小児の肥満
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第6図 腹囲(ウ エ ス ト囲 ・腸 骨稜 囲)の パ ー セ ンタイ ル値(a)6-is歳 男性(b)6ー18歳 女性

  (Inokuchi M et al:Eur J Pediatr l66:655ー661,2007のFig.1を 許 可 を得 て転載,改 変)
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第7図 腹囲(ウ エ ス ト囲 ・腸 骨稜 囲)のSD値(a)6-18歳 男性(b)6-18歳 女 性

第8表 腹 囲(ウ エス ト囲 ・腸 骨稜 囲)とBMIと の相 関(12歳 男

  女)(lnokuchi M et al:Eur J Pediatr 166:655-661,2007

  のTable 4を 許 可 を得 て転載,改 変)

相関係数(95%CI)

男性 女性

ウエス ト囲

腸骨稜囲

0.93 (0.92-0.94)  0.90 (0.87-0.92)

0.87 (0。84一 〇.89)  0.80 (0.75ー0.83)

(3)BMIの 縦断的データによる肥満診断

  小児のBMIは 基準値曲線に沿 う成長を示すと仮定

 す る.BMIが 短期間に基準値曲線を上方に横切 る,

 いわゆる上方 シフト例は肥満 と診断す る.

(4)副 次的診断指標による肥満診断

  1.腹 囲計測値,2.臨 床検査デ-タ の異常,3.社

 会的不適応,行 動異常の有無,に よる肥満の副次的診

 断の有用性,意 義を検討する.副 次的診断の主たる対

 象は肥満,非 肥満の判定困難例の小児である.

 BMIカ ッ トオ フ値 は,「 肥満 の リスク」および 「肥満」

の2段 階 とす る.そ の理 由は,1.「 肥 満」 の カ ッ トオ
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フ値 によ り,非 肥満児 と誤診 される肥満児 を 「肥満 の リ

スク」 の カ ッ トオ フ値 に よ り拾 い上 げ ること,2.国 際

的 なBMIカ ッ トオ フ値(CDC方 式,10TF方 式)と の

互換性 を確保す ること,で ある.著 者 の用 いる 「肥満 の

リスク」 はCDC方 式 による 「過 体重の リスク」,10TF

方 式 による 「過体重」 に,著 者 の用 いる 「肥満」 はCDC

方 式 によ る 「過 体重」,10TF方 式 に よる 「肥満」 に,

相 当す る(付 記3参 照).

第9表 肥 満 頻度 算 出 用標 本 集団 デ ー タ(「2001年 デ ータ」95))の

 対 象 数(Inokuchi M et al:Ann Hum Bio136:139ー145,

 2009のTable I, Table IIを 許可 を得 て転 載,改 変)

年齢(歳) 男性 女性

2)腹 囲

 腹 囲計 測値 は,BMIカ ッ トオ フ値 設定 に際 し重 要 な

副次的診断指標 にな る.し か し,著 者 らが腹囲基準値 を

作成 した基準集 団 デー タ(「1992-1994年 デ ータ」)94)

は,BMI基 準 値 を作 成 した基準 集 団 デ ー タ(「1978ー

1981年 デ-タ 」)92)に 比 して約10年 後 の ものであ り,

こ の間,肥 満頻 度 は有 意 に増 加 した.し たが って,

1978■1981年 の肥 満頻度 に近似 す る集団 を想定 し,そ

の修正腹 囲基 準値(1978-1981年)に 基 づ くカ ッ トオ

フ値 を設定 す る必要 があ る.

5.0-6.0

6.0-7.0

7.〇 一8.0

:1 ・1

9.0-10.0

10.0-11.0

11.0-12.0

12.0-13.0

13.0-14.0

14.0-15.0

15.0-16.0

16.0-17.0

17.0-18.0

 計

31,313

21,869

21,894

21,920

21,971

21,978

22,002

36,229

36,277

36,375

21,017

21,077

21,017

334,939

31,090

21,777

21,905

21,969

21,967

21,950

22,024

36,506

36,526

36,538

20,979

 1・::

20,985

335,204

4.日 本人小児の肥満頻度

 日本人小児の肥満頻度算出の過程 と成績について 述べ

る.本 研究では,国 際的に用いられる3種 類のBMIカ ッ

トオフ値 により肥満頻度を算 出 し,比 較 した.ま た

BMIと 肥満度による肥満診断の差異を,文 部科学省方

式による肥満頻度の報告 との対比から検討 した.さ らに

日本人小児の肥満頻度 と外国人小児の肥満頻度 とを比較

した.

1)日 本 人小児 の肥満頻度

a)標 本 集団デ-夕

 日本人小児 の肥満頻度算 出用の標本集団 データとして,

「2001年 デ ー タ」95)を 用 い た.「2001年 デ ー タ」 は,

同 年,文 部科学省 によ り学校保健統計調査 の一部 として

収集 された.日 本全 国(47都 道 府県)の 幼稚園1,645園,

小 学 校2,820校,中 学校1,880校,高 等学 校2,820校

の園児,児 童,生 徒 に対 し行 われた園 あるいは学校 の健

診 時計 測値(身 長,体 重,座 高)を 収集 されてい る(各

年齢全人 口に対す る抽 出率 は,幼 稚園児,小 学生,中 学

生,高 校生で それぞれ異 なる).本 研 究 で肥 満頻度算 出

に使 用 した 日本人小 児(5.0-18.0歳)の 男 性334,939

例,女 性335,204例 の 身長,体 重 の個人別 デー タを含

む(第9表).

 標 本 集 団 デー タ(身 長 ・体 重)か ら算 出 されたBMI

の分 布 は,男 女 とも各年齢群 にお いて正の偏 りを示 した

(第8図).こ の 「2001年 デ-タ 」 のBMI分 布 の偏 りは,

3っ の 全 国 代 表 デ ー タ(「1978■1981年 デ ー タ」,

「1992-1994年 デ-夕 」,「2001年 デ-夕 」)の 中で最 も

大 きい(第2図).

b)肥 満 頻度算 出法

 全 対象者 の性,年 齢,身 長計 測値,体 重 計測値(年 齢

は5.5歳,6.5歳 … の1歳 ごとの分類,身 長計測値 は立

位,1cm単 位,体 重 計 測値 は1kg単 位 で 記載)を

Microsoft Excelに 読 み込 み, BMI(=体 重/身 長2

kg/m2)を 計 算 した.以 下 の3っ のBMIカ ッ トオ フ値

によ り,日 本人小児 の肥満頻度 を算 出 した.

① 日本人 の暫 定的BMIカ ッ トオ フ値:著 者 らが作成

 した 日本人BMI基 準 値9)95パ-セ ンタイル値以上 を

 「肥満」 と定義

②CDC方 式 に よるBMIカ ッ トオ フ値:CDCに よ る

 BMI基 準 値85パ-セ ンタイル値以上,95パ ー セ ン

 タ イル値未満 を 「過体重 の リスク」,95パ ー セ ンタイ

 ル値以上 を 「過体重」 と定義'0)

③10TF方 式 に よ るBMIカ ッ トオ フ値:10TFに よ

 るBMI基 準 値 の18歳 時 のBMI 25 kg/m2に 相 当す

 るパ ーセ ンタイル値以上,BMI 30 kg/m2に 相 当す る

 パ ーセ ンタイ ル値 未満 を 「過 体重」,18歳 時 のBMI

 30kg/m2に 相 当す るパ ーセ ンタイル値以上 を 「肥満」

 と定義'1)
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第8図 肥 満頻 度算 出用 標本 集団 デ ー タ(「2001年 デ ータ」)のBMI分 布(a)男 性(b)女 性
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c)肥 満頻度

 本 研究 の成績で あ る,2001年 にお ける 日本人小児 の

肥満頻度(5ー18歳,男 女)を 示す(第10表).

(1)日 本 人 の暫 定的BMIカ ッ トオ フ値 によ る日本人小

 児 の肥満 頻度 は,男 性7.6■15.1%,女 性7.8-13.8%

 で あ った.こ の所 見 は,2001年 の 日本 人小児 の肥満

 頻 度 が1978-1981年 に比 して男性1.5-3.0倍,女 性

 1.6-2.8倍 に増加 して いることを示す(第11表).

(2)日 本 人小 児の肥満頻 度 は,用 い るBMIカ ッ トオ フ

 値 に よ り異 な る.日 本人小 児 の肥満 頻度 は,CDC方

 式 によ る 「過体重 」 頻度,お よ び10TF方 式 によ る

 「肥満」頻度で評価 した場合,日 本人の暫定的BMIカ ッ

 トオフ値 による 「肥満」頻度で評価 した場合 に比 して,

 過 小 評価 され る.こ の所見 は,CDC方 式,あ るい は

 10TF方 式 によ る国際 的なBMIカ ッ トオ フ値 の臨床

 適 用が,日 本人小児に は不適当であ ることを示す.

(3)日 本 人の暫定的BMIカ ッ トオ フ値 を用 いた 「肥満」

 頻 度 と,10TF方 式 に よるBMIカ ッ トオ フ値 を用 い

 た 「過体重」頻度 は近似す る.ま た両方式 による肥満

 頻 度の男女差 は近似す る.こ の所見 は,両 方式 のカ ッ

 トオ フ値のBMIパ ター ンの相似性 を示 唆す る.

2)BMIと 肥満度による肥満診断の差異

 BMIと 肥満度の両指標による,肥 満頻度,お よび肥

満頻度増加率の差異を,1978-1981年,2001年 の日本

人小児の全国調査成績により比較検討 した92,95,96)(第11

表).日 本人小児の肥満頻度,お よび肥満頻度増加率は,

評価に用いる指標(BMI・ 肥満度)に より大きく異なる.

すなわち,文 部科学省の肥満度による評価は,肥 満頻度,

および肥満頻度増加率を過小評価する(主 として,調 査

年度別標準体重の増加による.付 記1(3)参 照).特 に

BMIと 肥満度による評価の差異は,男 女とも低年齢で

大きい.文 部科学省の肥満度による評価が,特 に低年齢

の肥満頻度,お よび肥満頻度増加率の過小評価を招 く可

能性を示唆す る.

 上記,2001年 における日本人小児の肥満頻度を算出

す る際に用いた,日 本人の暫定的BMIカ ットオフ値 と

文部科学省による肥満度カットオフ値 との相互関係にっ

いて,性,年 齢(6,10,14歳),お よび身長別に検

討 した(第9図).BMIと 肥満度を同 じ座標軸で比較す

るために,文 部科学省による肥満度をBMIに 変換 した.

すなわち,文 部科学省の2001年 度,性 別,年 齢別の

「身長別平均体重」95)を用い,身 長別に肥満度(0%,

+20%)に 相当する体重からBMIを 算出 した.日 本人

小児BMI基 準値の身長別の50パ ーセンタイル値,お

よび95パ ーセ ンタイル値(日 本人の暫定的BMIカ ッ

トオフ値)と,上 記の肥満度0%,お よび+20%(文

部科学省による肥満度カットオフ値)か ら算出した2っ

のBMI推 測値とを,比 較 した.日 本人小児BMI基 準値

と,肥 満度から算出 したBMI推 測値 との差は,性,年

齢,身 長により多様であるが,低 年齢および高身長例に

おいて目立っ.こ のことが,文 部科学省の肥満度による

肥満診断が特に低年齢および高身長例において過小評価

を招 く所以である.

3)肥 満 頻度 の国際比較

 2000年 以 降 のデ-タ を標本集 団 と した外 国人小児 の

肥満頻 度 と,著 者 らが算 出 した 「2001年 デ ータ」 を標

本集団 とした 日本人小 児の肥満頻度 とを比較 した.対 象

と した外 国人 デ ー タは,肥 満診 断の ためのBMIカ ッ ト

オ フ値(各 国別,CDC方 式10),10TF方 式'1)によ るカッ

トオ フ値)が 明確な報告であ る.各 国小児の肥満頻度の

報告 は,デ ータ収集年だ けで な く,対 象年齢 対象数,

カ ッ トオ フ値 にお いて多様で ある(第12表).す な わち,

これ らの成績か ら小児の肥満頻度の国際比較を行 うこと

は極あて困難で ある.

 10TF方 式 によ るBMIカ ッ トオ フ値1')は,国 際比 較

を 目的 と して広 く利用 され る.著 者 らは10TF方 式 に

よるBMIカ ッ トオ フ値 を用 い,外 国人(米 国人,英 国

人,フ ラ ンス人,ス ウェーデ ン人,中 国(北 京)人)小

児の肥満頻度 と,年 齢 を一致 させ た日本人小児 の肥満頻

度(各 対象年齢 の肥 満頻 度の平均値)と を比較 した(第

13表).10TF方 式 によるBMIカ ッ トオ フ値 を用 いた日

本人 の 「肥満」頻度 は,① 米国人 に比 して,男 女 と も明

らか に低 い,② 英国人 に比 して,男 性 でほぼ同程度,女

性で低 い,③ フ ランス人 に比 して,男 女 ともにほぼ同程

度,④ スウェーデ ン人 に比 して,男 性 で高 く,女 性 で低

い,⑤ 中国(北 京)人 に比 して,男 性 で低 く,女 性 でほ

ぼ同程度,で ある.こ れ らの所見 は,日 本人小児 の肥満

頻度 が,米 国人小児 を除 く外 国人小児 の肥満頻度 に比 し

て必ず しも低 くない可能性 を示 唆す る.ア ジア人小児

(日 本人 およ び中国人)の 肥満 頻度の性差 が 白人小児 の

肥満頻度 の性差 と異 な る原 因を明 らかにす ることは,今

後 の課題 であ る.
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第10表(a)2001年 にお ける 日本 人小 児 の肥満 頻度(5-18歳,男 性)

  (lnokuchi M et al l Ann Hum Biol 36:139ー145,2009のTable I, Table IIを 許可 を得 て転載,改 変)

日本人の暫定方式 CDC方 式'0) 10TF方 式")

年齢       「肥満」

(歳) (≧基準値・)の95パ ーセンタイル)

            (95%CI)

     「過体重の リスク」          「過体重」

(基準値の85ー95パ ーセンタイル)(≧ 基準値の95パ ーセンタイル)

        (95%CI)                % (95%CI)

       「過体重」            「肥満」

(18歳 時BMI 25一30 kg/m2の 基準値)(≧18歳 時BMI 30 kg/m2の 基準値)

        (95%CI)                % (95%CI)

5.0-6.0

6.0-7.0

  1 :1

:1 ・1

9.0-10.O

lO.〇 一11。0

11.0-12.0

12.0-13.0

13.0-14.0

14.0-15.0

15.0-16.0

16.0-17.0

17.0-18.0

 平 均

7.6 C 7.3- 7.8)

10.6(10.1-11.0)

11.1 (10.7一11.6)

13.6 (13.2-14.1)

14.5 (14.0-15.0)

15.1 (14.6-15.6)

14.7 (14.2-15.2)

13.9 (13.5-14.2)

11.3 (11.0-11.6)

11.1 (10.7一11.4)

14.2 (13.7-14.6)

11.4 (11.0-11.8)

9.8 ( 9.4-10.2)

12.2

8.9 C 8.6- 9.2)

9.4 C 9.0- 9.7)

10.5 (10.1-10.9)

10.9 (10.5-11.3)

11.6 (11.2-12.0)

13.4 (12.9-13.8)

12.7 (12.2-13.1)

12.5 (12.1-12.8)

10.0 ( 9.7-10.3)

8.8 C 8.6- 9.1)

10.2 ( 9.8-10.7)

7.6 ( 7.3一 8.0)

6.1 ( 5.8- 6.5)

10.2

5.3 (5.0-5.5)

7.1 (6。7一7,4)・

6.3 (6.0-6.6)

8.3 C8.0-8.7)

9.2 C8.8-9.6)

9.3 C8.9-9.6)

8.3 C7.9-8.7)

7.7 C7.4-7.9)

5.7 (5.4-5.9)

5.3 (5.0-5.5)

6.5 (6.1-6.8)

4.9 (4.6-5.2)

3.7 (3.4-3.9)

6.7

6.2 ( 6.0- 6.5)

8.9 C 8.6- 9.3)

8,4 ( 8.1ー 8.8)

11.0 (10.6-11.4)

13.5 (13.0-13.9)

15.4 (14.9-15.8)

15.1 (14.6一15.6)

14.5 (14.1-14.8)

11.7 (11.4-12.0)

10.7 (10.4-11.1)

13.3 (12.9-13.8)

10.4 (10.0-10.8)

9.1 C 8.7… 9.5)

11.4

2.4 (2.2-2.6)

3.4 (3.2-3.7)

3.7 (3.5-4.0)

4.4 (4.2一4.7)

4.9 (4.6-5.2)

4.6 (4.3-4.8)

4.3 (4.〇 一4.6)

4.4 (4.2-4.6)

3.5 (3.3-3.7)

3.4 (3.2-3.6)

4.4 (4.1-4.6)

3.6 (3.4-3.9)

2.8 (2.6-3.1)

3.8

第10表(b)2001年 に おける 日本人 小児 の肥満 頻度(5-18歳,女 性)

  (lnokuchi M et al:Ann Hum Biol 36:139ー145,2009のTable I, Table IIを 許可 を得 て転載,改 変)

日本人の暫定方式 CDC方 式'o) 10TF方 式'D

年齢        「肥 満」

(歳) (≧基準値9)の95パ ーセンタイル)

            (95%CI)

     「過体重の リスク」         「過体重」

(基準値の85-95パ ーセンタイル)(≧ 基準値の95パ ーセンタイル)

        (95%CI)               % (95%CI)

       「過体重」            「肥満」

(18歳 時BMI 25ー30 kg/m2の 基準値)(≧18歳 時BMI 30 kg/m2の 基準値)

        (95%CI)                % (95%CI)

5.0-6.0

6.0-7.0

 1 :1

:1 ・1

9.0-10.0

10.0-11.O

l1.〇 一12.0

12.0-13.0

13.0-14.O

l4.〇 一15.0

15.0-16.0

16.0-17.0

17.0-18.0

 平 均

7.8 C 7.5- 8.1)

11.1 (10.7-11.5)

11.2 (10.8-11.6)

13.6 (13.2一14.1)

13.7 (13.3-14.2)

12.8 (12.3-13.2)

13.4 (13.0-13.9)

13.8 (13.4-14.1)

11.8 (11.5-12.1)

11.1 (10.7-11.4)

12.0 (11.6-12.4)

12.3 (11.8-12.7)

11.8 (11.3-12.2)

12.0

10.7 (10.3-11.0)

10.1 ( 9.7-10.5)

8.5 C 8.2- 8.9)

9.1 C 8.7… 9.5)

10.4 (10.0-10.8)

9.9 ( 9.5-10.3)

10.2 ( 9.8-10.6)

11.8 (11.5-12.2)

11.0 (10.6-11.3)

10.1 ( 9.8-10.4)

9.8 ( 9.4-10.2)

8.0 ( 7.6- 8.4)

6.1 ( 5.8- 6.4)

9.7

4.2 (4.0-4.5)

4.7 (4.4-5.0)

4.5 (4.2-4.7)

4.9 (4.6-5.2)

4.7 (4.4一5,0)

4.0 (3.8-4.3)

4.2 (3.9-4.4)

4.2 (4,0一4,4)

3.4 (3.2-3.6)

3.0 (2.8-3.1)

2.9 (2.7-3.1)

2.6 (2.4-2.8)

1.6 (1.5-1.8)

3.8

9.O C 8.7- 9.3)
10.3 ( 9.9-10.7)
9.9 ( 9.5-10.2)
10.8 (10.4-11.3)
12.3 (11.9-12.8)
12.2 (11.8-12.6)

12.8 (12.3-13.2)
13.7 (13.3-14.0)
11.7 (11.4-12.0)
11.1 (10.8-11.4)
10.8 (10.4-11.2)

10.0 ( 9.6-10.4)
8.2 C 7.8- 8.6)
11.0

2.4 (2.2-2.6)

3.1 (2.9-3.4)

2.8 (2.6-3.0)

3.1 (2.9-3.4)

2.8 (2.6-3.0)

2.3 (2.1-2.5)

2.4 (2.2-2.6)

2.4 (22-2.5)

2.1 (1.9一2.2)

1.9 (1.8-2.1)

2.3 (2.1-2.5)

2.3 (2.1-2.5)

1.7 (1.5-1.9)

2.4
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第11表(a)BMIと 肥 満度 に よる2001年 度 日本 人小 児 の肥満 頻度 お よび肥 満頻度 増加 率(5ー18歳,男 性)

  (lnokuchi M et al:Ann Hum Biol 36:139-145,2009のTable Iを 許 可 を得 て転載,改 変)

年齢(歳)
BMI基 準値(≧95パ ーセンタイル)を 用いた肥満頻度(本 研究) 肥満度(≧+20%)を 用いた肥満頻度(文 部科学省データ)

1978-1981 (%) 2001(%) 増加率(倍) 1978-1981平 均(%)96) 2001(%)ss'ss 増加率(倍)

  5.0-6.0

  6.0-7.0

   1 :1

  :1 ・1

  9.0-10.0

 10.0-11.0

 11.0-12.0

 12.0-13.0

 13.0-14.O

 l4.〇 一15.0

 15.0-16.0

 16.0-17.0

 17.0-18.0

6.0■15.0歳 平 均

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

5

5

5

5

5

5
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5
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2

2

2

6

3

6
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0

4

1

5

0

2

3

4

5

7

7

7

6

6

65

4.7

5.7

7.9

10.0

1:

11.8

11.9

10.4

9.6

9.2

8

7

7

7

5

6

7
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1
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第ll表(b)BMIと 肥 満度 に よる2001年 度 日本 人 小児 の肥満 頻度 お よび肥満 頻度 増加 率(5ー18歳,女 性)

  (lnokuchi M et al:Ann Hum Biol 36:139-145,2009のTable Iを 許 可 を得 て転載,改 変)

年齢(歳)
BMI基 準値(≧95パ ーセンタイル)を 用いた肥満頻度(本 研究) 肥満度(≧+20%)を 用 いた肥満頻度(文 部科学省データ)

1978-1981 (%) 2001(%) 増加率(倍) 1978■1981平 均(%)96) 2001(%)ss'ss 増加率(倍)

  5.0-6.0

  6.0-7.0

   1 :1

  :1 ・1

  9.0-10.0

 10.0-11.0

 11.0-12.0

 12.0-13.0

 13.0-14.0

 14.0-15.0

 15.0-16.0

 16.0-17.0

 17.0-18.0

6.0■15.0歳 平 均
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    (lnokuchi M et al:Ann Hum Biol 36:139-145,2009のFigure 1を 許 可 を得 て転 載,改 変)
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第12表 2000年 以降のヂータを標本集団とした外国人小児の肥満*頻度と,著 者らが算出した 「2001年 データ」を標本集団とした日本人小児の肥満牢頻度との比較

国名 データ収集年 年齢(歳) 対象数 カ ッ トオ フ値 牌

肥満*頻 度(%)

男性 女性

米 国97,98)

英国鰯

フ ラ ン ス34>

ス ウ ェ ー デ ンioo)

ア イ ル ラ ン ドioi>

メ キ シ コ102)

チ リLO3)

中 国(北 京)104)

韓 国105)

台 湾'os)

日本lo7)(本 研 究)

2003-2004

ii   ii

!!/

2001

2002

Ili

!11

2004

XOO1

2001-2002

11

q
μ

7
・

壌
↓

-

 
 

一

2

ρ0

5-10

7-9

61s

4-16

10-17

6

2-18

f

6-13

5-18

3,95

2,613

3,492

L582

1,115

17,469

s:!'

199,444

21,198

:.1

2,405

670,143

CDC

IGTF

英国

IOTF

フ ラ ンス

 CDC

IOTF

IOTF

IOTF

CDC

IOTF

cDc

IC7TF

中国

CDC

IGTF

CDC

台湾

日本

CDC

IC}TF

り
臼

-

Ω
U

3

1

1

0
6

ハ
0

4

,・

7.5

3.9

2.8

6

6

7
・

壌1

7

1

7
撃

9
臼

4

7

1

12.4(7-18歳)

   12.9

   8.0

11.6

14.7

12.2

6.7

3.8

(
V

ハQ

ハ
0

3

1

1

6

6
0

ハ
0
6

17。8

5.2

3.6

6.9

z

欝
0
9
0V

6

8

5

FO

7
.

1

7ユ (7-18歳)

   5.1

   3.2

10.9

9.1

12.0

3.$

2.4

*明 らか な肥満(狭 義 肥 満)を 意 味す る
.

..各 カ
ッ トオ フ値 の定義 は以 下 の通 りであ る,CDC:CDCに よ るBMI基 準 値 の95パ ーセ ン タイル値 以上(CDC方 式 に よ る 「過体 重」)10),10TF:IOTFに よ るBMI基 準 値 の18歳 時 のBMIが30

kg/m2に 相 当 す るパ ー一セ ンタイル値 以上(IOTF 式 に よ る 「肥満 上)ll),英 国:英 国 人小児BMI基 準 値24,108)の19.5歳 時のBMIが30 kg/m2に 相 当 す るパ-セ ンタイル値 以上tos),フ ラ ンス:フ ラ ン

ス人 小児BMI基 準 値17)の97パ ー セ ンタイル値 以 上,中 国:中 国Working Group on Obesity for Children(WGOC)に よ る肥 満 のBMIカ ッ トオ フ値以 上Sl),台 湾:台 湾 人 小児BMI基 準 値 の95

パ ーセ ンタ イル値以 上110),日 本:日 本人 小 児BMI基 準 値9)の95パ ーセ ンタイ ル値以 上(日 本 人 の暫 定方 式 に よる 「肥 満上)
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井ノロ:日 本人小児の肥満

第13表 IOTF方 式 による 「肥満」のBMIカ ッ トオフ値を用いた, 

外国人小児の肥満頻度と,年 齢を-致 させた日本人小児の肥満頻度との比較

国名
      年齢区分データ収集年       (歳)

外国人小児の10TF方 式11)による
   「肥満」頻度(%)

日本 人小児(2001)の10TF方 式'Dに よる

「肥満」頻度(%)(各 対象年齢を一致させ

た 「肥満」頻度の平均値)

男性 女性 男性 女性

米 国98)

英 国99)

フ ラ ン ス34)

ス ウ ェ ー デ ンioo)

中 国(北 京)104)

2003-2004    6-17

       6-11

      12-17

2002-2003    5-10

       5-7

       8-10

2000

2001

2004

7-9

6-13

2-18

2一5

  ・

10-12

13-15

16-18

13.1

10.7

15.4

6

1

2

4

4

5

3.9

2.8

8.0

3.9

8.9

10.3

7.8

5.2

13.6

14.0

13.3

8

6

1

nO

ハ
0
7

3.6

6.9

9
一

1

7

0

∩
0
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3

3

3

4

2

2

0

2

7

4

4

3
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6

3

3

4

4.3

4.2
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」4

0
0

4

4

3

4

8

1

9
一

2

2

8

8

7

9
一

2

2

2.9
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総  括

 本研究の最終目標は,国 際標準に基づく日本人小児肥

満の診断 システムを確立することである.そ の最大の課

題は,日 本人小児固有のBMI,お よび腹囲のカットオ

フ値を設定することである.肥 満児 と非肥満児のBMI,

腹囲値は相当程度重複することか ら,ROC曲 線を用い,

中等度の感度と高い特異度を持っ人体計測学的カットオ

フ値(auxological cut-off)を 見出すことが現実的な方

策である.ま た,日 本人小児のBMIが 同 じレベルの白

人小児のBMIに 比 してより多い体脂肪量を反映するか

否かを明 らかにする必要がある.い いかえれば,日 本人

小児固有のBMI,腹 囲のカットオフ値の設定,お よび

その国際的互換性の確保は,日 本人小児の肥満診断シス

テムの核心である.

文部科学省は,標 準体重を調査年毎に更新 し,標 準体重

の増加により日本人小児の肥満の過小評価を招いている.

以下に各方式の成 り立ちと現状を示す.

(1)厚 生労働省方式

 現在,厚 生労働省による国民栄養調査の 「小児の栄養

状態評価」 における肥満度算出に利用 され る方式であ

る1").1967年,日 本人小児の標準体重表 としてはじめ

て報告された日比による 「身長別標準体重および肥満度

計算図表」に基づ く1'2・'13).本図表は,2004年 の改訂ま

での 「学校医の手引き(東 京都医師会編集)」 にも提示

された1'4).2000年,吉 池により本図表の標準体重を性

別の身長から算出できる多項式が報告されたことにより,

利用法がよ り簡便となり"5),厚 生労働省方式 として採

用されることになった.

付  記

1.現 在,日 本で用いられる小児の標準体重(肥 満度)

による評価法

 現在,日 本では,小 児に対 して,厚 生労働省方式,学

校保健会方式,文 部科学省方式の3っ の標準体重(肥 満

度)に よる評価が無秩序に行われている.学 校保健会や

(2)学 校 保健会 方式

 現 在,日 本学 校保健会 による 「児童生徒 の健康診断 マ

ニ ュアル」 に 「身長別標準体重 を求 ある係数 と計算式」

と して掲載 されて いる方式 であ る'16).1980年,村 田 ら

の グル-プ は,文 部科学省収集 によ る1975年 度 デー タ

を基 に作 成 した 「性 別年 齢 別 身長 別 体 重」 を報告 し

た'17).1923-1925年,Baldwin, Woodに よ り報告 さ
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れ た,小 児 の標準体重表 の原型,米 国人学童期男女 の身

長別年齢 別標準体重(「Baldwin-Wood weight-height-

age tables」)118ー'20)に倣 った ものと考 え られ る.村 田 ら

による標準体重(身 長 と性別年齢別 の係数か ら標準体重

を算 出で きる回帰 直線 式:「 身長別標準 体重 を求 め る係

数 と計 算式」)は,以 後,文 部 科学省 収集 に よ る1977

年 度,1990年 度,2000年 度 デ ータを基 に次 々 と更 新

され,現 在 では,2000年 度 デ-タ によ る標準体重 が,

学 校保 健 会方 式 と して採 用 されて い る'16,12'・'22).なお

2004年 の 改訂以 降の 「学校 医のて びき(日 本医師会編

集)」 に も提 示 されて いる'23).

(3)文 部科学省方式

 現在,文 部科学省による,学 校保健統計調査の 「肥満

傾向児の頻度」算 出のために利用 され る方式である.

1977年,文 部科学省は,標 準体重を 「調査年度別の性

別年齢別身長別平均体重」 と定義 した.以 降,「肥満傾

向児」を 「標準体重の120%以 上(肥 満度+20%以 上

に該当)」 と定義 し,「肥満傾向児の頻度」を現在まで毎

年報告 している.し かし,標 準体重を調査年度で毎年更

新するため,「 肥満傾向児の頻度」 は,近 年の肥満児増

加に伴う標準体重の増加により,年 々過小評価されつづ

けている(2006年 度については,上 記,村 田らの2000

年度デ-タ による標準体重1'6)を用いた 「肥満傾向児の

頻度」が併記されている)96).

2.LMS法42,93,108,124,'25)

 LMS法 は,1990年 代 初 頭か ら後半 にか けて, Co1e

に よ り確立 された,身 体計測値(身 長,体 重,腹 囲など),

お よ び身体 指標(BMIな ど)の 基 準値 作成 に有 用 な統

計学的手法 である.現 在 では基準値作成法 の国際的標準

手法 とな ってい る(第1表,第2表).体 重,腹 囲,BMI

な どの正規分布 しない身体計測値 あるいは身体指標 の性

別年齢別パ ーセ ンタイル値,お よびSD値 を算 出で きる.

集 団 デー タか ら,性 別 年齢別 に算 出 され るL値(正 規

分布化 するたあのBox-Cox変 換 指数), M値(中 央値),

S値(変 動係数)を 基 に,そ れぞれ算 出す る.各SD値

(ci)は,公 式 「ci=M(1+Lszi)'/L」 に,各L, M,

s値,お よ び求 めたい 「Zi(SDス コ ア)」 を代入 す るこ

とによ り算 出で きる.各 パ ーセ ンタイル値(Ci)は,同

公式 に各L,M, S値,お よび求めた いパ ーセ ンタイル

と正規 分布表上 で対 応す る 「Zi(SDス コ ア)」(例:3

パ ー セ ンタイル→-1 .881SD,50パ ー セ ンタイル→0

SD,90パ-セ ンタイル→1.282 SDな ど)を 代 入す る

ことによ り算出で きる.

3.小 児 肥満 の用語法

 小 児肥 満 を意 味す る用語 と して,CDCは 「過 体重 の

リスク」 と 「過体重」 を10),10TFは 「過体重」 と 「肥

満」を11)用 い る.こ のため,CDCの 「過体重の リス ク」

は 「過体重」 に比 して,10TFの 「過体重」 は 「肥満」

に比 して,比 較的軽度の肥満を意味す る用語 と誤解 され

る.し か し,CDCの 「過 体重の リスク」,10TFの 「過

体重」 はいずれ も比較的軽度の肥満を意味す る用語で は

な く,BMIに よ る肥満 診断 の不確実 さを反 映す る用語

である.Dietz, Bellizziら は, CDC方 式 につ いて,「 過

体重 の リスク」 を医学 的評 価を要す る状 態,「 過体重」

を治療的介入 を要す る状態 と規定36,37),Himes, Barlow

らは,10TF方 式 について,同 様 に,「 過体重」 を医学

的評価 を要 す る状態,「 肥 満」 を治療的介入 を要 す る状

態 と規定29・30)して いる.

 BMIは 肥 満診 断の指標 で あ り,過 体重診 断 の指 標で

は ない.著 者 は,用 語 の混乱 を避 け るため,BMIに よ

る肥 満診断 において,「 肥満 の リスク」 と 「肥満」 とい

う一対 の用語 を用 い ることを提案 す る.
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